
善福寺川整備工事（ その205）
工事説明会

日時: ２ ０ ２ １ 年１ ０ 月２ ５ 日

１ ９ 時０ ０ 分から ２ ０ 時３ ０ 分

会場: 松渓中学校

東京都第三建設事務所

大豊・ 黒部建設共同企業体

説明会次第

１ ． 開 会

２ ． 挨 拶

３ ． 職員及び受注者紹介

４ ． 工事説明

１ ） 事業の概要
２ ） 工事内容

５ ． 質疑応答

６ ． 閉 会



事 業 の 概 要

東京都第三建設事務所

杉並区

練馬区

豊島区

武蔵野市 神田川

隅田川

妙正寺川

凡 例

河 川

区 ・ 市 境

善福寺川の概要

○流域面積 18. 3k㎡（ 中野区、 杉並区、 練馬区、 武蔵野市）

○河川延長 10. 5㎞ 下流端： 神田川合流
上流端： 杉並区善福寺町二丁目

神田川の流域界

 
神田川流域

案内図
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善福寺川整備事業

善福寺川の流域界
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近年の降雨状況の変化

P.2

神田川流域の整備状況

今回工事対象箇所

P.3



神通橋側から の護岸工事の進め方

7
7

備　 考
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神通橋下流
～神通橋上流

護岸整備

作業構台撤去

神通橋橋梁
新し い神通橋

     架設

西田橋～西園橋
護岸整備

公園復旧

令和2年度平成30年度 平成31年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
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工 事 内 容

大豊・ 黒部建設共同企業体



工事期間
自 令和３年１０月下旬から

至 令和６年２月末まで（予定）

施工時間
午前８時 から 午後６時

午後５時：作業終了 午後６時：片付け完了

※土・日・祝日は原則作業を行いません。

（荒天や祝日により平日作業が行えない場合は土曜日に作業を行う

場合がございます。）

工事概要

P.5

工事内容

本工事は、 神通橋上流側区間・ 橋梁区間・ 下流側区間において、 両
岸の護岸及び橋台・ 橋梁を新し く 整備する工事です。
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工 事 内 容

左 岸 右 岸

護 床 工

掘削ラ イ ン 掘削ラ イ ン

管理用通路工 管理用通路工
笠コ ンク リ ート 工笠コ ンク リ ート 工

現況 現況

ブロッ ク 積護岸工ブロッ ク 積護岸工

護岸部
完成断面図

P.7

工 事 内 容

橋面仕上げ工

ブロッ ク 積護岸工

右 岸左 岸

護 床 工

掘削ラ イ ン

舗装工 舗装工

橋台工 橋台工

掘削ラ イ ン

ブロッ ク 積護岸工

けた架設（ 別途工事）

現況現況

神通橋
完成断面図
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工事全体フロー

P.9
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①－１.上流区間：右岸側施工

キャ リ アダンプ バッ ク ホウ 小型ク レーン

（ 4 ｔ ） （ 4 .9 ｔ ）（ 0 .3 5 ｍ3 ）

ラ フ タ ーク レ ーン
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既設橋台撤去

①－1 上流側区間
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善福寺川

掘削土等吊り上げ場所

P.1 0

ク ローラ ク レ ーン

（ 7 0 ｔ ）

重機設置箇所・ 稼働範囲

仮 締 切

ク ラ ンプク レ ーン

定置場所



【2】平常時の川の流れを左岸側のみにします。

締切りには大型土のうと、小型土のうを使用します。

洪水時には小型土のうが崩れ、右岸側にも流れる

ように設置します。

（1）既設橋台撤去・仮締切
①－1 .上流区間： 右岸側施工

P.1 1

【1】既設橋台をワイヤーソーを使用し、切断・撤去を行い

ます。
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【2】仮締切

小型土のう

大型土のう

【2】仮締切イメージ写真

【 1 】 ワイ ヤーソ ーイ ン グ工法

引
き
上
げ
方
向 ワイヤー

【1】既設橋台撤去

（2）既設護岸取壊し・護岸掘削

【1】.既設護岸を小割圧砕機を取り付けたバックホウで撤去を行います。

【2】.護岸の掘削をバックホウを使用して行います。

①－1 .上流区間： 右岸側施工
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【1】

【2】護岸掘削



護岸工事に使用する機械

バッ ク ホウ 小型ク レーン

・ キャ タ ピ ラ で移動でき る機械です。

・ バッ ク ホウは掘削、 埋戻し 、 小型ク

レ ーンは資材の吊り 上げ作業、 キャ

リ アダンプは土砂やコ ンク リ ート が

ら の運搬に使用し ます。

キャ リ アダンプ

P.1 3

大型重機の紹介

仕様 ブーム長さ

ク レ ーン
大き さ

2 5 ｔ 吊
3 5 ｔ 吊
5 0 ｔ 吊

1 0 ｍ
1 6 ｍ
1 8 ｍ

ラ フ タ ーク レ ーン

・ タ イ ヤで自走するこ と ができ る

ク レ ーンです。

・ 作業内容にあわせて、 必要な大

き さ のク レ ーンを 使用し ます。

P.1 4



（3）ブロック積護岸工（下段）

【1】コンクリート基礎をホッパーを使用して打設します。

【2】天然石埋込みブロックを１段ずつ積み上げます。

【3】１段積み上げ後、ブロック背面にホッパーで間詰コンクリートを打設し、

これを繰り返します。

①－1 .上流区間： 右岸側施工
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【2】

【1】

【3】

コンクリート打設に使用する機械
ト ラ ッ ク ミ キサー車

・ コ ンク リ ート を 工場から 運搬するためト ラ ッ ク ミ キサー車を 使用し ます。

・ コ ンク リ ート を ホッ パーに入れて、 打設箇所までキャ リ アダンプで運搬

し 、 ク レ ーンでホッ パーを吊り 上げてコ ンク リ ート 打設を 行います。

ホッ パー

P.1 6



（4）埋戻し

【1】 護岸の前面をバックホウで埋戻します。

①－1 .上流区間： 右岸側施工
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（5）クランプクレーン組立・設置

【1】クランプクレーン設置前にクローラクレーンを組立てます。
【2】クローラクレーンにて、クランプクレーンを組立・設置します。

【1】クローラクレーン組立イメージ 【2】クランプクレーン設置イメージ

①－1 .上流区間： 右岸側施工
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クローラクレーンは桟橋上に設置し、作業開始時と作業終了時に重機の

吊り上げ、吊り下げに使用します。



大型重機の紹介

仕様

ク レ ーン
大き さ

7 0 ｔ 吊

ブーム
長さ

2 4 ｍ

ク ローラ ク レ ーン

・ キャ タ ピラ で移動するこ と ができ

るク レ ーンです。

・ 使用目的と し て、 重機を河川内へ

上げ下ろ し する際に使用し ます。

・ 国土交通省より 指定を 受けた

「 低騒音型建設機械」 を使用し ます。

・ 仮桟橋上で使用し ます。

※ 前回工事写真

P.1 9

大型重機の紹介

仕様

ク レ ーン
大き さ

2 0 ｔ 吊

ブーム
長さ

1 7 ｍ

ク ラ ンプク レ ーン

・ 前回工事同様に鋼管上を自走するこ

と ができ るク レ ーンを 使用し ます。

・ 仮桟橋のク レ ーンが届かない範囲の

吊り 上げ作業を行います。

・ 排ガス対策と し て浄化装置を 使用し

ます。

・ 設置箇所は左岸側に設置し ます。

※ 前回工事写真

P.2 0

クランプ
クレーン



（6）ブロック積護岸工（上段）

【1】上段はクランプクレーンまたは、小型クレーンを使用して下段と同様に施工を行います。

左岸 右岸

①－1 .上流区間： 右岸側施工
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（7）護床工

【1】 既設鋼矢板を切断し、撤去します。

【2】 コンクリートポンプ車を使用して、高水敷コンクリートを打設します。

【3】 クランプクレーンと小型クレーンを使用し、袋詰め玉石を河床に設置します。

左岸 右岸

①－1 .上流区間： 右岸側施工
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【3】袋詰め玉石設置

【1】

【2】



コンクリート打設に使用する機械

ト ラ ッ ク ミ キサー車

・ コ ン ク リ ート を 工場から 運搬するためにト ラ ッ ク ミ キサー車を 使用

し ます。

・ ト ラ ッ ク ミ キサー車に積んでいるコ ンク リ ート を

コ ンク リ ート ポンプ車へ入れ、 先端を配管につな

ぎ、 ポンプの力でコ ンク リ ート を送り ます。

コ ンク リ ート ポンプ車

P.2 3コ ンク リ ート ポンプ車

ト ラ ッ ク ミ キサー車

（8）笠コンクリート工

【1】 鋼管杭切断前に大型土のう、小型土のうにて養生を行います。

小型クレーンまたは、クランプクレーンを使用して鋼管杭を切断し、撤去します。

【2】 鉄筋・型枠の施工後、コンクリートポンプ車を使用してコンクリートを打設します。

左岸 右岸

①－1 .上流区間： 右岸側施工
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（9）管理用通路整備工

【1】 笠コンクリートの背面をバックホウを使用して埋戻します。

【2】 管理用通路に転落防止柵等を設置します。

【3】 境界石ブロックを設置し、舗装工を行います。

左岸 右岸

①－1 .上流区間： 右岸側施工
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境界石ブロック

【3】

【2】

【1】

【3】

管理用通路整備工事に使用する機械

小型バッ ク ホウ

ラ ンマー・ プレ ート ・ サイ ド ローラ ー

小型ダンプ

・ 小型バッ ク ホウで掘削、 埋戻し を

行います。

・ 小型ダンプは土砂等の運搬で使用

し ます。

・ 路盤や舗装の転圧にラ ンマー、 プレ

ート 、 サイ ド ローラ ーを 使用し ます。
P.2 6



①－2.上流区間：左岸側施工

キャ リ アダンプ バッ ク ホウ 小型ク レーン

（ 4 ｔ ） （ 4 .9 ｔ ）（ 0 .3 5 ｍ3 ）

ラ フ タ ーク レ ーン

（ 2 5 ｔ ・ 3 5 ｔ ・ 5 0 ｔ ）

①-2 .上流側区間
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掘削土等吊り上げ場所
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（ 7 0 ｔ ）

P.2 7

ク ラ ンプク レ ーン

定置場所

重機設置箇所・ 稼働範囲

仮 締 切

（1） 仮締切（左岸側）

【1】 上流区間右岸側の施工完了後、左岸側の施工となります。右岸側を仮締切

していた大型土のう等を左岸側へ移設します。

①－2 .上流区間： 左岸側施工

P.2 8

右岸左岸

（

1
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仮
締
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既
設
護
岸
取
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岸
掘
削
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ブ
ロ
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ク
積
護
岸

工
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下
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・
埋
戻
し

（
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ブ
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ッ

ク
積
護
岸

工
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上
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)
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5
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護
床
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（

6
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既
設
鋼
矢
板
引
抜
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7
）

ク
ラ
ン
プ
ク
レ
ー

ン

解
体

（

8
）

笠
コ
ン
ク
リ
ー

ト

工

（

9
）

管
理
用
通
路
整
備

工

【1】



（2）既設護岸取壊し・護岸掘削

【1】 既設護岸を小割圧砕機を取り付けたバックホウで撤去を行います。
【2】 護岸の掘削をバックホウを使用して行います。

左岸 右岸

①－2 .上流区間： 左岸側施工

P.2 9
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切
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し
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岸
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岸
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岸
工

(

上
段

)

（

5
）

護
床
工

（

6
）

既
設
鋼
矢
板
引
抜

（

7
）

ク
ラ
ン
プ
ク
レ
ー

ン

解
体

（
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（

9
）
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理
用
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路
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備
工

【2】護岸掘削

【1】

（3）・（4）護岸ブロック積工・埋戻し工

左岸 右岸

①－2 .上流区間： 左岸側施工

P.3 0

【1】 右岸側と同様、下段のブロックを積み、埋戻しを行います。

【1】

【1】

（
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仮
締
切

（

2
）

既
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護
岸
取
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し
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岸
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岸
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岸
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笠
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（

9
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管
理
用
通
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整
備
工

【2】

【2】 埋戻し後、上段のブロック積みを行います。



（5）護床工

【1】右岸側と同様に護床工を行います。

①－2 .上流区間： 左岸側施工
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左岸 右岸
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（
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【1】

【1】袋詰め玉石設置

【1】

（6）既設鋼矢板引抜

【1】 鋼矢板の上部に圧入・引抜機（サイレントパイラー）を設置し、鋼矢板の引抜きを行います。

吊り上げ、吊り下げ作業でクランプクレーンを使用します。

【2】 鋼矢板引抜後、袋詰め玉石を設置します。

鋼矢板引抜イメージ

①－2 .上流区間： 左岸側施工

サイレントパイラー

左岸 右岸

エンジンユニット
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（
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（
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【1】

【2】袋詰め玉石設置



鋼矢板引抜きに使用する機械

圧入・ 引抜機

エンジンユニッ ト （ 動力源）

・ 鋼矢板上に設置し て、 自走し な

がら 鋼矢板を 地中から 引き 抜く こ

と がができ る機械です。

・ 騒音、 振動が少ない施工が可能で

す。

P.3 3

ク ラ ンプク レ ーン解体 ク ローラ ク レーン解体

（7）クランプクレーン解体

【1】 クランプクレーンとクローラクレーンの解体を行います。

※これ以降の工程から最大50ｔラフタークレーンで吊り上げ・吊り降ろし作業を行います。

①－2 .上流区間： 左岸側施工
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（8）・（9）笠コンクリート工・管理用通路整備工

【1】右岸側と同様に、笠コンクリート工と管理用通路整備工を行います。

①－2 .上流区間： 左岸側施工
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（
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用
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境界石ブロック

②.橋梁区間

P.3 6

重機設置箇所・ 稼働範囲

キャ リ アダンプ バッ ク ホウ

（ 4 ｔ ） （ 0 .3 5 ｍ3 ）

バッ ク ホウ

（ 0 .3 5 ｍ3 ）

小型ク レ ーン

（ 4 .9 ｔ ）

ロード カ ッ タ ー

アスフ ァ ルト
フ ィ ニッ シャ ー ロード ローラ ー

②橋梁区間

右 岸

左 岸

至

西
田
端
橋

善福寺川

ラ フ タ ーク レーン

（ 2 5 ｔ ・ 3 5 ｔ ・ 5 0 ｔ ）



（1）橋台部

【1】 橋の上部にある仮桟橋を一部撤去します。

【2】 上流区間と同様に護岸の工事を行います。

【3】 橋台の背面を掘削し、橋台基礎を構築し、埋戻しを行います。

（鉄筋→型枠→コンクリート打設（コンクリートポンプ車使用））

②.橋梁区間

P.3 7

橋台基礎

左岸 右岸

（

1
）

橋
台
部

（

2
）

け
た
架
設
工
事

（

別
途
工
事
）

（

3
）

橋
面
仕
上
げ

掘削・埋戻し

（2）橋脚けた架設工事(別途工事）

・別途工事で神通橋のけた架設工事を行います。

左岸

右岸

善福寺川

②.橋梁区間
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仮桟橋

（

1
）

橋
台
部

（

2
）

け
た
架
設
工
事

（

別
途
工
事
）

（

3
）

橋
面
仕
上
げ



（3） 橋面仕上げ

【1】 神通橋のけた架設後、橋面仕上げを行います。

②.橋梁区間

P.3 9

（

1
）

橋
台
部

（

2
）

け
た
架
設
工
事

（

別
途
工
事
）

（

3
）

橋
面
仕
上
げ

橋面仕上げイ メ ージ

橋梁区間工事に使用する機械

・ ロード ローラ ー、 ラ ンマー、 ハンド ロー

ラ ー、 プレ ート は転圧機械です。

・ アスフ ァ ルト フ ィ ニッ シャ ーは道路の舗

装に使用し ます。

・ 舗装カ ッ タ ーで舗装を 切断し ます。

アスフ ァ ルト フ ィ ニッ シャ ーロード ローラ ー

P.4 0

ラ ンマー ハンド ローラ ー

舗装カ ッ タ ー プレート



③下流側区間

右 岸

左 岸

至

西
田
端
橋

善福寺川

キャ リ アダンプ バッ ク ホウ 小型ク レ ーン

（ 4 ｔ ） （ 4 .9 ｔ ）（ 0 .3 5 ｍ3 ）

ラ フ タ ーク レ ーン

（ 2 5 ｔ ・ 3 5 ｔ ・ 5 0 ｔ ）

バッ ク ホウ

（ 0 .3 5 ｍ3 ）

小型ク レ ーン

（ 4 .9 ｔ ）

ロード カ ッ タ ー

③下流側区間

P.4 1

重機設置箇所・ 稼働範囲

③－１.う回路撤去工

【1】 路面標示を工事開始前の状態へ戻したら神通橋を開

通します。

【2】 神通橋開通後、う回路（青）を撤去します。

P.4 2
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③－２.右岸側護岸工

【1】 右岸側施工範囲の仮桟橋を一部撤去します。

【2】 仮締切工から管理用通路整備工は上流区間と同様に施工を行います。
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護
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備
工

③－３.左岸側護岸工

【1】 残りの仮桟橋を撤去します。

【2】 仮締切工から管理用通路整備工は右岸側と同様に施工を行います。

左岸 右岸

P.4 4
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了



工 事 工 程 表

工事工程表

※工事の進捗、 天候等により 工程が変更と なる場合があり ます。

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

準備工・ 後片付け工

③下流側区間

令和６ 年

①上流側区間

②橋梁区間

令和５ 年令和４ 年令和３ 年

①－１.右岸側施工

①－２左岸側施工

②.橋台部

③－２.右岸側工事

②.橋面仕上げ

けた架設工事（別途工事）

③－１.う回路撤去

P.4 5

③－３.左岸側工事

神 通 橋 開 通

神通橋

工事箇所

善福寺川調節池

迂回路

五日市街道

西田橋

工事車両出入口

ゲート入口(1名)

五日市街道入口(1名)

迂回路出入ゲート(２名)

工事搬入車両経路図

P.4 6



【問い合わせ先】

東京都第三建設事務所 工事第二課 設計総括担当

ご迷惑をお掛け致しますが、ご理解・ご協力お願い致します。

★善福寺川整備工事全般に関すること

⇒ 電話 ０３－３３８７－５３６７

★善福寺川整備工事（その２０５）に関すること

東京都第三建設事務所 工事第二課 善福寺川事業センター

⇒ 電話 ０３－５３０５－３５４０

★善福寺川整備工事（その２０５）の内容や施工方法等の詳細に関すること

受注者：大豊・黒部建設共同企業体 善福寺川作業所

⇒ 電話 ０３－５３３５－７１５２

P.4 7

⇒ 携帯 ０８０－４３７６－２１４７


